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１ 地方における高等教育機関の役割

〇県内定着を進める上で、地方の大学の存在は不可欠

高卒者県内進学率

大卒者県内就職率

※文部科学省「学校基本調査」、厚生労働省資料より青森県作成 2



２ 青森県における進学者数

〇一定数を維持してきたが、今後は大きく減少

1,873 1,845 1,948 2,037 1,886 1,881 2,044 2,060 1,851 1,814 1,883 1,489 1,109 

625 524 490 450 449 406 385 385 377 298 277 
219 

163 

3,148 3,104 3,108 3,145 
3,074 3,137 2,931 2,998 

3,012 
2,856 2,867 

2,267 

1,689 

264 219 254 209 
202 180 178 152 

147 
124 91 

72 

54 

13,606 

13,594 

13,176 

12,920 

12,889 

12,434 

11,723 

11,554 
10,524 

10,556 

10,162 

8,035 

5,985 

0

4,000

8,000

12,000

16,000

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
県内高校出身者の大学・短大への入学状況

県内大学 県内短大 県外大学 県外短大

（入学者数：人）

年
資料：文部科学省「学校基本調査」、厚生労働省「人口動態統計」

※各年4月入学

（人口：人）

１８歳人口
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３ 入学者と求人の状況

〇人文・社会科学系の入学定員が全体の３割を占める一方、

技術人材が大きく不足

新規求人数 割合
求人
倍率

事務的従事者 720人 8.5% 0.60

専門的・技術
的職業従事者

1,476人 17.3% 1.95

全体 8,518人 100.0% 2.05

定員 割合

人文・社会科学 1,260人 30.8%

全体 4,088人 100.0%

（青森県調べ）

令和7.4 職業別常用新規求職・求人・就職状況（新規学卒を除く）

職業安定業務取扱月報（青森労働局）

県内高等教育機関における入学者定員

〇今後は、地域が求めるニーズに応じた人材育成が必要
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４ 若者の人材育成・県内定着に向けた取組

• あおもり人材育成・県内定着促進協議会（R6.7設置）

第１回（R6.7） 第２回（R6.10） 第3回（R7.2） 第4回（R7.10）

〇現状確認
〇課題の共有

〇学生意識調査の実施
〇今後の方向性確認

〇新たな取組の確認
〇目標値の設定

〇国内事例の確認
〇意見交換

＜これまでの協議内容＞

青森県、青森労働局、
大学が所在する自治体（青森市、弘前市、八戸市、十和田市、五
所川原市、十和田市、むつ市）

官

産 学

青森県商工会議所連合会
青森県商工会連合会
青森県中小企業団体中央会
青森県工業会
青森県経営者協会
青森県中小企業家同友会

弘前大学
青森公立大学
青森県立保健大学
柴田学園大学
八戸工業大学
青森大学
弘前学院大学
八戸学院大学

青森中央学院大学
弘前医療福祉大学
柴田学園大学短期大学部
青森明の星短期大学
青森中央短期大学
八戸学院大学短期大学部
弘前医療福祉大学短期大学部
八戸工業高等専門学校
北里大学
青森職業能力開発短期大学校

＜県内全ての高等教育機関 18校＞
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５ 意見

１ 地方の高等教育機関の確保
• 人口減少が進む中にあっても、地方では、持続可能な地域社会を構築しなけれ
ばならない状況下で、今後の高等教育政策に地方における高等教育機関の確保
を掲げたことについて、大きく評価している。

２ 地方の高等教育機関の在り方
• 高等教育機関が存続するためには、マーケットインの視点で地域社会のニーズ

に対応する必要があることから、大胆な変革を行うことで、地域の将来を支え、

けん引する人材の育成と確保につなげていかなければならない。

• 本県としても、若者の人材育成や定着の促進に向けた協議体を設置し、産学官

の連携のもとで協議を進めているところであり、若者が未来を自由に描くため

の「学び」の場の実現に向けた取組を進めていく。

３ 今後に向けて
• 地方においては、「地域構想推進プラットフォーム」の取組などを契機として、
これまでの枠組に捉われない取組が必要となることから、その実現に向けて、
地域で必要な人材を育成できる新たな制度の構築や必要財源の確保について国
が責任をもって対応するよう要望する。 6



（参考）青森県の高等教育機関

定員 学部等 所在地

国立大学（入学定員　計　1,322人）

弘前大学 1,322人 人文社会科学部、農学生命科学部、医学部、教育学部、理工学部 弘前市

公立大学（入学定員　計　516人）

青森公立大学 300人 経営経済学部 青森市

青森県立保健大学 216人 健康科学部 青森市

私立大学（入学定員　計　1,565人）

青森大学 320人 社会学部、総合経営学部、ソフトウェア情報学部、薬学部 青森市

柴田学園大学 100人 生活創生学部 弘前市

弘前学院大学 220人 文学部、社会福祉学部、看護学部 弘前市

八戸工業大学 300人 工学部、感性デザイン学部 八戸市

八戸学院大学 260人 地域経営学部、健康医療学部 八戸市

青森中央学院大学 245人 経営法学部、看護学部 青森市

弘前医療福祉大学 120人 保健学部 弘前市

短期大学（入学定員　計　525人）

八戸学院大学短期大学部 120人 介護福祉学科、幼児保育学科 八戸市

柴田学園大学短期大学部 110人 生活科、保育科 弘前市

弘前医療福祉大学短期大学部 65人 救急救命学科、口腔衛生学科 弘前市

青森明の星短期大学 100人 子ども福祉未来学科 青森市

青森中央短期大学 130人 食物栄養学科、幼児保育学科 青森市

高等専門学校（入学定員　計　160人）

八戸工業高等専門学校 160人 産業システム工学科 八戸市

高等教育機関名
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